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　　　　　　熊本地震を踏まえた

応急対策・生活支援策の在り方について

　　　　　　　（報告書）榊）

平成28年12月

　　　中央防災会議　防災対策実行会議

熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策
　　　検討ワーキンググループ



2－4．要配慮者の避難を地域で支える仕組み

【現状と課題】

○要配慮者の円滑な避難が困難

・ 庁舎の被災等により、避難行動要支援者名簿の活用が困難な場合がある。

・ 要配慮者が本人の状況に応じて的確なケアができる避難所に避難できていない。

（発生しうる事態の例）

※要配慮者の所在が把握できていない。

※福祉避難スペースなどがない一般の避難所に要配慮者が避難。

※支援者の被災などにより、避難行動要支援者の避難誘導が不十分。

※一般避難者が福祉避難所に避難しており要配慮者を収容できない。

※施設自体の被災等により福祉避難所が開設できない。

○福祉避難所の課題

・福祉避難所として指定されていな力、った施設が開設すべきか市町村に問い合わせたものの明

確な回答がなく、開設すべきかどう力、の判断が困難な場合があった。

・周辺から一般の避難者が多数避難してきて、施設の職員が一般避難者の対応に手をとられ、

要配慮者の受入れが困難な状況となる場合があった。結果的には避難者のケアをしてくれる

NPOの支援によりケアができたものの、必ずしも福祉避難所としての機能が十分に果たせ
ない場合があった。

○福祉避難所として利用可能な宿泊施設等について十分な活用が図られていない

・ 要配慮者が利用可能な施設について、発災後の状況把握が困難。また、要配慮者を、ケアし

やすい場所に誘導・集約することについて、関係者の認識、事例の蓄積が不十分である。

・ 福祉避難所として要配慮者等が利用できる九州各県の旅館やホテルについて、利用促進が課

題となった。

【実施すべき取組】

　市町村において、福祉避難所の役割について地域住民への浸透を図るとともに、更に追加で

福祉避難所として活用できる施設を確保するため、関係者との調整を進め、地域防災計画等で

も周知する必要がある。福祉避難所に位置付けられた施設については、避難者の受け入れ訓練

を関係者と連携して進めることが望ましい。

　また、それらの取組の前提となる福祉避難所の確保・運営ガイドラインについては、様々な

研修の機会等を通じて、市町村や各機関への周知に努める必要がある。
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